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超エクセル なんでも伝票ぴったり印刷 マニュアル目次
（準備）

１．インストール

２．起動

（既存の帳票の印刷）

１．データーファイルを呼出して印刷するだけの簡単操作です。

２．印刷データーの保存、呼出

(新規の帳票フォームを作成する)

１．「帳票設定」シートの「新規作成」ボタンを押します。

２．開いたウィンドウに作成するシート名と行数を入力してOKを押します。

３．入力した名前で新しいシートが作成され「コピー＆確定」というボタンが配置されます。

４．読み込んだ図形を選択し、原寸にサイズを合わせます。

５．ボックスを配置

（データーシートのボックス情報について）

１．ボックス区分

２．ボックス名

（データーシートと帳票設定シートの機能について）

１．データーシートの機能と各ボタンの説明

２．帳票設定シートの機能と各ボタンの説明

（プリンターについて）

（お支払いについて）

（ご質問その他）

（免責事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　

(準備)

１．インストール
適当なホルダーを作ってExpita.lzhを解凍するだけです。


２．起動
エクセルを起動してExpita.xlsを開くだけです。

（既存の帳票の印刷）

１．データーファイルを呼出して印刷するだけの簡単操作です。

（１）「データー」シートを選択しデーターファイルを読み込んでください。
解凍したホルダーの「***データー.txt」という名前のファイルのことです。

（２）「テスト印字」または「印刷」ボタンを押して印刷できます。
テスト印字は最初の帳票を1枚だけ印刷します。

　　　サンプルとして、郵パック、ペリカン便、宅急便など各種送り状と、チェーンストア統一伝票などが添付されていますので、データーを追加するだけで各帳票に印刷できます。

２．印刷データーの保存、呼出
印刷データーは「データー」シートの7行目から下にそれぞれのボックス名に対応して

入力してください。もちろん他のエクセルシートで作成したものをコピーすることも出来ます。

入力したデーターは「保存」「呼出」ボタンを使って保存､呼出出来ますので、目的別に印刷データーを保存して使い分けることが出来ます。
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(新規の帳票フォームを作成する)


ボックスをセットするため帳票の図形ファイルを用意してください。

１．「帳票設定」シートの「新規作成」ボタンを押します。
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２．開いたウィンドウに作成するシート名と行数を入力してOKを押します。
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３．入力した名前で新しいシートが作成され「コピー＆確定」というボタンが配置されます。
このシートに帳票の図形ファイルを読み込みます。


メニューの「挿入－図－ファイルから」をクリック。
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用意した図形ファイルを読み込みます。
[image: image5.png]P O T S eml@XciE. -

FrB )
F7AMOEERD: [FRT

(kemEA i et pe i+ perpner = | et





読み込んだ図形がボタンを隠すような場合は、図形を選択しておいて右クリックし

ウィンドウの「順序－際背面へ移動」とすれば、図形が一番後となり、ボタンが見えるようになります。
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４．読み込んだ図形を選択し、原寸にサイズを合わせます。

サイズを併せるには図形を選択しておいて、右クリックし表示されるウィンドウの
「図の書式設定」をクリック。
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サイズタブを選んで高さと幅を合わせます。
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図形をドラッグしてシートの左上隅に合わせ、印刷して原寸どおり印刷できるかどうか確認してください。原寸どおり印刷できればこの図形の上にボックスを配置して、所定の位置にデーターを印刷することができるわけです。

５．ボックスを配置

1 テキストボックスをクリックします。カソールが＋字に変わります。
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このメニューバーがないときはメニューの「表示－ツールバー－図形の表示」を選んでセットしてください。

2 所定の位置で＋字カソールをドラッグしたらボックスが出来ます。
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ボックスにはそのボックスに付ける名前を入力しておいてください。

③複数行の設定

　例えば、チェーンストア伝票の品名や商品コードなどのように複数行あるボックスは
「コピー＆確定」ボタンを利用して簡単に作成できます。
まず一つだけボックスを作ったら、その名称を入れておいて、「コピー＆確定」ボタンを押します。
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ウィンドウが開くので、行数と行間を入れて、OKを押します。
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複数行には自動的に前にｘ、後に連番がつけられたボックス名をつけて作成されます。
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コピーしたボックスの位置が正しくないときは、ボックスをドラッグして正しい位置に調整します。慣れないうちは少し面倒な作業ですが、慣れれば簡単に出来るようになります。

このような作業を繰り返して、ボックスを全て貼り付け終わったら、
「コピー&確定」ボタンを押します。
「確定」ボタンを押すと、印刷のためのボックス情報が「データー」シートに、
ボックスを再度作成するための位置や大きさの情報が「帳票設定」シートに自動的に記録されます。

④ 最後にデーターシートの５行目の改ページの項目及び６行目の枠の印刷の設定を行います。
改ページ　５行目に改ページのしるしを入れます。このしるしは自動的には

入りません。必ず自分で設定してください。
帳票は例えば伝票Noが変ったらそこで改ページし、次の伝票の印刷をします。このようにその項目が変ったら改ページする項目のところに１を立てておきます。


枠の印刷　６行目が１の項目はボックスの枠を印刷します。通常は０の印刷を
　　　　　しない指定で使用します。

以上で新規帳票の作成が終わりました。あとは、「既存の帳票の印刷」で説明したとおり、７行目以下に印字データーを入力したら印刷することが出来ます。

（データーシートのボックス情報について）
１のボックス区分と２のボックス名は「確定」ボタンを押したときに自動的に記入されています。

1． ボックス区分

たとえば売上伝票で、得意先コード、得意先名、合計金額欄などのように伝票の中に1度しか出てこない項目をヘッダー項目と呼ぶことにします。

これに対して、商品コード、品名、単価、数量などは行数の分だけ何度も出てきます。このような項目を行項目と言います。
データーシートの３行目のボックス区分が
　　　１のものはヘッダー項目
　　　２のものは行項目　　　　　であることを示します。

送り状のように行項目のない場合は、ほかの全てヘッダー項目だけで成り立っている帳票であるいうことになります。

データーそのものは7行目以下に入力していきますが、各行にはヘッダー項目、行項目共全ての項目が入力されていなければなりません。すなわち、ヘッダー項目は各行に同じ内容が繰り返し入力されているということです。
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２．ボックス名

４行目にはボックス名が転記されています。

（データーシートと帳票設定シートの機能について）

１．データーシートの機能と各ボタンの説明

これまでの説明でお分かりのように、データーシートは帳票にデーターを印刷したり、データーをファイルに保存・呼出する機能などを持っています。
以下に各ボタンの機能を説明します。

「枠透明オン／オフ」
ボックスの文字が所定の位置に印字されるかどうかチェックしやすくするためオンにすると、ボックスが透明になり下の図形が見えるようになります。


「テスト印字」
テストのため１枚だけ伝票を印字します。テスト印字の後帳票シートを見ると、ボックスに入った文字を確認することが出来ます。


「テスト印字クリア」
テスト印字したボックスの文字をクリアします。


「印刷実行」
データーを本番印刷します。

「枠表示」「枠を消す」
実際の印刷の時には、自動的にボックスの枠は消されますが、ボックスを操作するときには枠を表示した方が見やすいのでこの機能があります。


「保存」「呼出」
印刷データーをファイルに保存、またはファイルから呼出出来ます。
目的別にデーターを作成し保存・呼出することにより、能率的な帳票印刷が可能となります。

「クリア」
シートの印刷データーを全てクリアします。

２．帳票設定シートの機能と各ボタンの説明
帳票設定シートは目的の帳票シートのボックス貼付けを再現するデーターをもっています。このデーターは、ファイルに保存・呼出が可能です。
万一帳票シートが失われた場合でも、ブックをインストールし直して、このファイルを呼出して、「ボックス作成」を実行することにより、大切な帳票シートをいつでも再現することが可能です。
新しい帳票を作成したときは必ず帳票設定情報を保存しておきましょう。

以下に各ボタンの機能を説明します。

「枠透明オン／オフ」　　　データーシートのものと同じです。
ボックスの文字が所定の位置に印字されるかどうかチェックしやすくするためオンにすると、ボックスが透明になり下の図形が見えるようになります。


「確定」
ボックスの位置、フォントの種類、サイズなどボックスの情報を再確定したいときは、このボタンを押してください。
ボックスの位置やフォントを変更したときに再確定するために使います。

「保存」「呼出」
帳票設定データーをファイルに保存、またはファイルから呼出出来ます。

 「クリア」
シートの設定データーを全てクリアします。

「ボックス作成」「消去」
作成ボタンを押すと、C2セルに書かれている帳票の全てのボックスを再度自動的に作成することが出来ます。
消去ボタンを押すと、逆に全てのボックスを削除します。

「新規作成」
新しいシートを挿入します。

（プリンターについて）

ほとんどの場合伝票は複写式になっているため、このソフトで実用向きに伝票をプリントアウトするためには、ドットインパクト方式のプリンターが必要です。

業務用でお使いの場合、7～8万以上の機種が適当かと思われます。これが高い投資になるかどうかは、今手書きの作業をこのソフトに切り替えることによって得られる利益との比較によります。

もし今手書きのため、2時間かかっているところを、このソフトを使うことにより、30分になったとしましょう。そして、そのためにかかっているﾊﾟｰﾄさんの1時間当りの賃金を700円とします。1日当り1.5時間短縮出来るので

1.5時間×700円=1050円

プリンターを8万円とすると

80000÷1050=76.2 つまり76日の短縮時間相当の賃金で、もとがとれるということになります。

プリンターを新たに購入する必要のある場合のご検討の参考にして下さい。

（お支払いについて）
このソフトはシェアウェアです。継続してお使いの場合は下記要領にてお支払いをお願いします。

プロテクトを解除しないときは、一定期間後使用出来なくなります。試用期間中の機能制限はありません。

お支払方法

三井住友銀行守口支店（店番号１５６）

普通口座番号１１９１９６１　真鍋  修宛て￥３，０００をお振込みの上

必ず、最初に表示されるシリアル番号を記入の上E-メールにてご連絡下さい。


Eメールアドレス　　mebius@gaia.eonet.ne.jp  です。

プロテクト解除にはシリアル番号が必要なので、よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ご質問その他）

ご使用上での、ご質問や改善のご希望などございましたら、ご遠慮なくメールで

ご連絡下さい。出来る限りの対応をさせて頂きます。

（免責事項）

ご質問等には極力対応指せて頂きますが、このソフトの性質上、作者によるプログラム改修などの保証義務は免除されています。また、ソフトウェアの実行結果については責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。

（作者HP）

HPではエクセルデータベースを核にしたさまざまな業務用システムの開発を承っております。お気軽にご用命ください。

  http://www.eonet.ne.jp/~mebius
  http://exlan.web.fc2.com/
  http://hp.vector.co.jp/authors/VA011681/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――――おわり――――

ヘッダー項目と行項目








